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見つけたよ！ 僕も私も好きな町
　フェリーターミナル
や愛の橋近辺を町歩き
する隠岐共生学園第一
保育所の園児たち。
　子どもたちが大きく
なった頃の風景はどう
変わっているのだろう。

令和3年（秋）第65号

議会だより議会だより
隠岐の島町
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◆観光施設管理運営事業　レストランうみさち管理費　125万円
　7月に指定管理者の公募を行ったところ、1団体の応募があり､
8月開催の指定管理候補者選定委員会で候補者として選定され
た。
（候補者は3ページ「指定管理者の指定」に記載）
　今年度の運営期間（令和3年11月～令和4年3月）の指定管理
料を増額補正する。
　指定管理料　25万円×5ヶ月

◆観光宿泊施設整備事業　隠岐ポートプラザ改修事業　467万円
　隠岐ポートプラザ1階の空きスペースについて、現状はカウンターやカーテン等により仕切った区画
となっているが、防犯上施錠可能で個別運営可能な区画となるよう改修工事を行う。

◆五箇へき地診療所　診療所施設維持管理費　133万円
　７月29日に診療所外壁が剥がれ落ち、更に台風による
歪みなどから外壁全面を張り替える補修事業。

◆運動公園再編事業　800万円増額
　　　　　　　　　　(総事業費 2億1400万円)
　当初予算であがっていた「スケボーパーク再編工事」を
延期し、次年度に計画していたレインボーアリーナのロー
タリーを改修し、園路フェンス設置工事を行う。
　そして長寿命化事業としてナイター照明設備も改修する｡ 久見のへき地診療所

主な補正予算

　

令
和
３
年
９
月
定
例
会
を
９
月
16

日
か
ら
30
日
ま
で
の
15
日
間
開
催
し

ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は
、
令
和
３
年
度
一
般

会
計
及
び
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、

条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
２
年
度
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
な
ど
が
提
案
・
報
告
さ
れ
、
令
和

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
賛
成

多
数
、
そ
の
他
は
全
会
一
致
で
可

決
・
認
定
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

町
政
に
対
し
て
は
12
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
、
議
案
に
は
１
名
の
議

員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
21
日
に
第
３
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
令
和
３
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

9
月
定
例
会

9
月
定
例
会
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文化会館大ホール

◆新型コロナウイルス対策水産事業者支援事業（バイ籠漁）　　　　　  2,000万円
◆新型コロナウイルス対策商工事業者支援事業（宿泊業・飲食業）　3億9,085万円
　新型コロナウイルス感染拡大やその対策の影響により、収入の減少が見込まれる事業者に対し、補助
金を支給することで事業の継続や雇用の安定維持を図ることを目的とする。

◆佐々木家住宅保存修理工事
　本工事は専門的、伝統的な技術及び知識が必要である。これまでの経験や実績があり、技術の継承が
なされていることから、株式会社吉崎工務店と6,650万円で随意契約をした。

主な補正予算

工事請負契約の締結

◆隠岐の島町コミュニティ・アイランド施設ビジターセンター（レストランうみさち）
　公募により、山陰観光開発株式会社を指定管理者として選定した。　

（期間：令和3年11月1日から令和6年3月31日まで)

指定管理者の指定

◆隠岐の島町固定資産評価審査委員会委員
　任期満了に伴い、新たに3名の委員を選任した。（期間：令和3年10月1日から3年間）
　　　　　　　西山　哲夫 氏　　脇田　千代志 氏　　吉田　篤夫 氏

選任同意

◆上水道事業給水条例の一部を改正する条例
　現在、貯水槽を有する共同住宅では、住宅全体の給水量をひとつの水道メーターで計量し、料金を徴
収している。本改正は水道メーターを各戸に設置することにより、各戸で給水量の計量及び料金の徴収
を可能にするものであり、併せて現状に即した所要の改正を行う。

主な条例改正

◆運動公園野外照明施設長寿命化工事
5者による指名競争入札で、株式会社中電工隠岐営業所が

１億3,145万円で落札した。
◆隠岐島文化会館大ホール照明設備改修工事
　5者による指名競争入札で、有限会社赤沼電工が8,580万円
で落札した。
◆特定環境保全公共下水道重栖真空ステーション電気機械
設備工事
　5者による指名競争入札で、有限会社旭電機が5,170万円
で落札した。

工事請負契約の締結

7月臨時会7月臨時会
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歳 入
198億4,416万円

贈与税・その他交付金等
4億8,168万円

地方交付税
70億5,914万円

町債 43億4,420万円

国庫支出金
35億6,122万円

町税・使用料等（自主財源）
32億4,776万円

県支出金
11億5,016万円

2.4%

35.6%

21.9%

17.9%

16.4%

5.8%

歳　出
195億5,582万円

議会費 9,176万円

総務費 32億9,589万円

民生費 46億9,139万円

衛生費 16億1,138万円商工費 11億6,258万円
農業水産業費 10億5,663万円

消防費
5億3,795万円

教育費
23億7,901万円 

災害復旧費
4億8,005万円

公債費 23億5,746万円

その他 1億530万円

土木費 17億8,643万円

0.5% 0.5%

16.9%

24.0%

8.2%
5.4%

5.9%

9.1%

2.8%

12.2%

2.5% 12.1%

区　　　　　分

一般会計・特別会計（合計）

上水道事業（企業会計）

一　般　会　計

246億 6,584 万円 243億 1,046 万円 3億 5,538 万円

歳  入  決  算  額

特  

別  

会  

計

歳  出  決  算  額 形 式 収 支 額

国民健康保険事業
国民健康保険施設（中村診療所）
国民健康保険施設（五箇診療所）
国民健康保険施設（都万診療所）
下水道事業
駐車場事業
訪問看護事業
布施へき地診療施設事業
五箇へき地診療施設事業
中財産区
後期高齢者医療保険事業

特 別 会 計（合計）

198億 4,416 万円
19億 6,240 万円

9,286 万円
1億 1,544 万円
1億 3,078 万円
19億 9,335 万円

1,855 万円
2,367 万円
3,894 万円
932万円

4億 2,220 万円
1,415 万円

48億 2,167 万円

195億 5,582 万円
19億 2,461 万円

9,279 万円
1億 1,347 万円
1億 2,409 万円
19億 9,289 万円

1,772 万円
2,301 万円
3,809 万円
 913 万円

4億 1,797 万円
87万円

47億 5,465 万円

2億 8,834 万円
3,779 万円

7万円
197万円
669万円
456万円
83万円
66万円
85万円
 19 万円

423万円

5億 7,588 万円 5億 2,823 万円 4,765 万円

1,328 万円

6,702 万円

注 : 万円単位表示により収支額等に不一致あり　・ 企業会計金額(税抜き)

一般会計・特別会計(11会計)・上水道会計(企業会計)の決算額一覧

自主財源の内訳　(32億4,776万円)
・ 町　税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15億 2,126 万円
・ 分担金及び負担金・・・・・・・・・・1億 8,304 万円
・ 使用料及び手数料・・・・・・・・・・3億 1,845 万円
・ 財産収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,411 万円
・ 寄附金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,741 万円
・ 繰入金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億 5,159 万円
・ 繰越金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億 4,082 万円
・ 諸収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億 9,108 万円

総務費
・ 庁舎整備事業・・・・・・・・・・・12億 4,874 万円
民生費
・ 特別定額給付金・・・・・・・・13億 9,633 万円
・ 高齢者福祉費・・・・・・・・・・・・6億 1,414 万円
・ 児童福祉費・・・・・・・・・・・・・・10億 4,650 万円
衛生費
・ 隠岐病院運営支援・・・・・・・5億 8,411 万円
・ ゴミ処理費・・・・・・・・・・・・・・・3億 9,450 万円
商工費
・ 新型コロナウイルス対策
  商工事業者支援事業・・・・・3億 4,996 万円
・ プレミアム商品券・・・・・・・・・・1億 831万円
教育費
・ ジオパーク中核施設整備・・9億 7,371 万円

【主な支出内容】

贈与税 他交付金等

注 万円単位表示 り収支額等 不 致 り

一般会計 歳入 ・ 歳出内訳
全 体 会 計 （合 計）

目的別支出

令和 2年度 歳入歳出決算を認定令和 2年度 歳入歳出決算を認定年度 歳入歳出決算を認定令和 2年度 歳入歳出決算を認令和 2年度 歳入歳出決算を認定令和 2年度 歳入歳出決算を認定
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備考 ： R2年度 特別会計・上水道会計の町債残高　約87.6億

基金残高 (億円）町債 (借入金)残高 (億円）

令
和
２
年
度
決
算
の
概
要

　
　

  

決
算
関
係
資
料
よ
り
（
一
部
抜
粋
）

　

令
和
２
年
度
決
算
は
、
歳
入
歳
出

と
も
に
町
村
合
併
以
来
最
大
の
決
算

規
模
と
な
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
８
月
豪
雨
災

害
復
旧
の
特
殊
要
因
を
除
け
ば
、
昨

年
度
決
算
額
を
や
や
下
回
る
決
算
額

と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
庁
舎
整
備
事
業
等
の
大

型
事
業
が
継
続
し
た
こ
と
で
、
町
債

の
新
規
発
行
額
が
償
還
額
を
上
回
る

状
況
が
続
き
、
健
全
化
比
率
は
悪
化

の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

今
後
も
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
事
業
な
ど
、
大
規
模
事
業
が
続
く

が
、
総
合
振
興
計
画
を
進
め
る
た
め

の
積
極
的
な
財
政
出
動
と
、
財
政
全

般
の
健
全
化
・
効
率
化
を
踏
ま
え
た

歳
出
抑
制
、
「
選
択
」
と
「
集
中
」

に
よ
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
進

め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

西
尾
議
員　

今
回
、
指

定
管
理
の
指
定
と
、
そ

れ
に
伴
う
管
理
料
の
補

正
が
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
議
会
に
示
さ
れ
た

資
料
に
は
、
ど
の
よ
う

な
事
業
提
案
が
あ
っ
た

の
か
示
さ
れ
て
い
な

い
。
詳
細
説
明
を
。

商
工
観
光
課
長　

｢

レ
ス

ト
ラ
ン
う
み
さ
ち
」
の

指
定
管
理
の
候
補
者
は

「
山
陰
観
光
開
発
株
式

会
社
」
で
、
隠
岐
な
ら

で
は
の
食
の
提
供
を
行

う
と
い
う
事
業
提
案
で

あ
る
。
ま
た
、
候
補
者

は
本
町
内
で
旅
行
代
理

店
を
営
ん
で
お
り
、
旅

行
商
品
と
併
せ
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
販
売
や
ネ
ッ
ト

予
約
な
ど
利
便
性
を
高

め
る
た
め
の
取
り
組
み

も
行
い
た
い
と
の
こ

と
。

　

施
設
近
辺
に
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
や
ス
キ
ュ
ー

バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の

マ
リ
ン
体
験
施
設
も
あ

り
、
都
万
地
区
の
皆
さ

ま
と
連
携
し
、
都
万
地

区
の
観
光
拠
点
施
設
と

な
る
よ
う
に
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
の
提
案

で
あ
っ
た
。

西
尾
議
員　

事
業
提
案

の
内
容
は
理
解
し
た
。

以
前
に
も
指
摘
し
た
が
、

議
会
資
料
に
、
説
明
し

た
よ
う
な
内
容
を
示
し

て
お
け
ば
と
思
う
が
。

総
務
課
長　

次
回
の
議

会
に
も
指
定
管
理
の
議

題
を
上
程
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
検

討
す
る
。

厳しさを増す財政運営厳しさを増す財政運営厳しさを増す財政運営厳しさを増す財政運営
町債発行残高・基金残高の推移 （一般会計）

予
算
・
条
例
を
チ
ェ
ッ
ク

予
算
・
条
例
を
チ
ェ
ッ
ク

総
括
質
疑

総
括
質
疑

質
問
し
た
議
員　
西
尾
幸
太
郎
議
員
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髙宮  陽一 議員
たかみや よういち

第
２
次
総
合
振
興

計
画
が
策
定
さ
れ

た
が
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
町
の
姿
勢
が
見
え

な
い
。
ま
た
、
町
村
合
併

以
降
の
行
財
政
改
革
で

は
、
「
民
間
で
出
来
る
こ

と
は
民
間
で
」
と
い
う
方

針
の
も
と
、
町
有
の
高
齢

者
福
祉
施
設
や
宿
泊
施
設

は
廃
止
・
譲
渡
・
売
却
す

る
計
画
で
あ
り
、
関
係
者

と
協
議
を
進
め
る
と
答
弁

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、

ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
て

き
た
か
。高

齢
者
福
祉
施
設

の
社
会
福
祉
法
人

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に

よ
り
、
協
議
が
滞
っ
て
い

る
状
況
で
あ
り
引
き
続

き
、
協
議
を
進
め
る
。

　

宿
泊
施
設
で
は
具
体
的

な
協
議
を
行
っ
て
い
な

い
。
課
題
を
整
理
し
た

後
、
協
議
の
時
期
を
判
断

し
た
い
。電

線
・
電
話
線
周

辺
の
立
木
伐
採
に

つ
い
て
は
、
以
前
も
質
問

し
た
が
、
町
長
は
「
今

後
、
計
画
的
に
実
施
し
て

い
く
上
で
調
査
検
討
し
た

い
。
」
と
、
答
弁
し
て
い

た
が
、
ど
の
よ
う
な
調

査
・
検
討
を
し
た
の
か
。

　

貴
重
な
財
源
を
使
う
こ

と
は
勇
気
が
い
る
と
思
う

が
、
「
自
然
災
害
に
強

く
、
安
全
・
安
心
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
」
「
３
つ

の
良
か
っ
た
が
響
く
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い

る
町
長
と
し
て
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
対
応
す
べ
き
事

柄
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
、
各
支
所
・
避
難
所

等
に
非
常
電
源
を
配
備
す

べ
き
と
思
う
が
。

電
力
会
社
で
は
、

5
ヶ
年
計
画
で
点

検
・
伐
採
作
業
を
行
っ
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
お
知
ら
せ
便

で
、
私
有
地
か
ら
道
路
上

に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木

の
伐
採
を
お
願
い
し
て
い

る
。
今
後
も
危
険
個
所
の

情
報
を
収
集
し
な
が
ら
計

画
的
に
進
め
る
。
ま
た
、

非
常
電
源
に
つ
い
て
は
、

各
支
所
・
出
張
所
に
ポ
ー

タ
ブ
ル
発
電
機
を
配
置

し
、
避
難
所
に
は
本
庁
で

一
括
管
理
し
、
停
電
時
に

素
早
く
対
応
す
る
よ
う
整

備
し
た
。

問

問

町
長

町
長

QA
公
の
施
設
の
民
間
へ

の
譲
渡
・
売
却
状
況

は
。

引
き
続
き
、
協
議
を

行
う
。

QA
道
路
沿
い
の
電
線
・

電
話
線
周
辺
の
立
木

伐
採
の
調
査
・
検
討

状
況
は
。

危
険
個
所
の
情
報
を

収
集
し
な
が
ら
、
計

画
的
に
進
め
る
。

町政に問う！町政に問う！

一般質問一般質問
町
長・・・町長 教

長・・・教育長 担
当

課
長 ・・・担当課長 問・・・議員質問

紙面上、質問と答弁は要約した内容になっております。
全文記録は議会事務局にあり、ホームページにも掲載します。
またYou Tubeにて動画も公開しており、スマホや
タブレットから右のQRコードを読み取ると簡単に
アクセスできます。久見地区入り口の災害現場久見地区入り口の災害現場
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安部  大助 議員
あ べ だいすけ

米澤  壽重 議員
よねざわ とししげ

かっぱ公園から見た城山

全
国
的
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除

後
に
人
流
が
増
え
、
第
６

波
が
来
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ウ

イ
ル
ス
も
よ
り
感
染
力
が

強
く
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
た
後
で
も
感
染
を
お
こ

す
デ
ル
タ
株
へ
と
置
き
換

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
多
く
の
自
治
体
で
検

査
範
囲
を
拡
げ
、
希
望
検

査
に
対
し
て
も
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
の
希
望
検
査

は
、
隠
岐
病
院
に
お
い
て

１
万
３
０
０
０
円
と
高
額

な
費
用
を
負
担
し
て
お

り
、
検
査
費
用
の
助
成
を

考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

感
染
拡
大
を
防
止

す
る
に
は
広
く
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
肝
要

と
考
え
る
が
、
助
成
対
象

者
や
ニ
ー
ズ
、
医
療
人
材

を
は
じ
め
検
査
体
制
の
確

保
の
課
題
を
考
慮
し
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
町
と
し
て
は
「
行
政

検
査
」
を
ま
ず
は
推
進
し

た
い
。

今
で
は
、
多
く
の

住
民
が
よ
り
危
機

感
を
持
ち
、
感
染
防
止
に

努
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
年
７
月
の

大
型
連
休
、
お
盆
の
帰
省

時
期
で
は
島
外
か
ら
多
く

の
方
が
来
島
さ
れ
、
「
住

民
は
我
慢
し
て
い
る
の

に
、
何
で
島
外
の
人
は
よ

う
こ
そ
に
な
っ
て
い
る
の

か
」
と
い
う
厳
し
い
声
も

頂
い
た
。
今
後
、
商
工
観

光
業
の
推
進
を
進
め
る
上

で
は
、
町
民
に
対
し
て
も

安
心
な
環
境
を
つ
く
っ
て

い
く
重
要
性
を
感
じ
た
。

現
在
、
検
査
簡
易
キ
ッ
ト

を
活
用
す
る
事
業
者
や
自

治
体
が
増
え
て
き
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
検

査
簡
易
キ
ッ
ト
を
活
用

し
、
商
工
観
光
業
の
推
進

と
住
民
の
安
心
な
環
境
を

つ
く
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

検
査
簡
易
キ
ッ
ト

は
利
点
も
あ
る

が
、
採
取
が
難
し
く
信
憑

性
な
ど
に
課
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。
水
際
対
策
に

つ
い
て
は
、
空
港
・
港
で

検
温
な
ど
現
状
の
検
査
体

制
を
継
続
し
て
い
く
。

本
町
に
は
中
世
の

山
城
が
15
ヶ
所
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
山

城
に
入
場
し
た
山
中
鹿
之

助
は
、
浮
世
絵
や
小
説
の

題
材
と
な
っ
て
登
場
し
、

歴
史
上
の
英
雄
と
し
て
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
町

が
誇
る
、
か
け
が
え
の
な

い
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ

る
山
城
を
保
存
し
、
後
世

に
伝
え
る
努
め
は
、
私
た

ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

あ
る
が
、
山
城
は
い
ず
れ

も
急
峻
な
地
形
と
な
っ
て

お
り
、
散
策
道
の
整
備
は

遅
れ
て
い
る
。

　

十
分
な
現
地
調
査
を
実

施
し
、
安
心
・
安
全
な
散

策
道
を
整
備
す
べ
き
と
考

え
る
が
。山

城
は
山
の
木
々

に
覆
わ
れ
て
、

「
こ
こ
が
城
跡
だ
」
と
明

確
に
わ
か
る
状
態
で
は
な

い
。
現
状
で
は
城
跡
に
散

策
道
を
整
備
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

国
府
尾
城
跡
は
比

較
的
な
だ
ら
か
な

地
形
と
見
受
け
ら
れ
、
ま

た
、
眼
下
に
は
西
郷
湾
が

広
が
り
、
新
た
な
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
が
期
待

さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
「
憩

い
の
場
」
「
安
ら
ぎ
の
場
｣

と
し
て
、
国
府
尾
城
跡
周

辺
を
自
然
公
園
と
し
て
整

備
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

国
府
尾
城
跡
に
は

石
垣
が
残
っ
て
お

り
、
館
跡
と
思
わ
れ
る
場

所
も
あ
り
、
大
規
模
な
発

掘
調
査
が
必
要
と
な
る
。

現
段
階
で
は
自
然
公
園
の

整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

本
町
の
山
城
は
、

特
に
目
立
っ
た
調

査
は
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
貴
重
な
歴
史
的

文
化
遺
産
を
、
更
に
解
明

す
る
観
点
か
ら
も
、
計
画

的
な
発
掘
等
の
調
査
を
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

こ
れ
ま
で
、
現
地

に
登
り
、
平
面
図

を
作
成
す
る
な
ど
の
調
査

を
し
て
き
た
。
山
城
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
他
の
場
所
の
調
査

も
予
定
し
て
い
る
。

問

問

問

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

教
長

QA
国
府
尾
城
跡
周
辺
を

自
然
公
園
に
。

公
園
整
備
は
考
え
て

い
な
い
が
、
活
用
方

法
は
検
討
す
る
。

QA
希
望
検
査
の
助
成

を
。

課
題
も
あ
り
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な

い
。

QA
商
工
観
光
業
推
進
に

向
け
、
検
査
簡
易
キ

ッ
ト
の
活
用
を
。

キ
ッ
ト
の
活
用
は
せ

ず
、
現
状
の
検
査
体

制
を
継
続
し
て
い

く
。

の

こ
う

お
じ
ょ
う
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藤野  定幸 議員
ふじ の さだ ゆき

齋藤  則子 議員
さいとう のり こ

25
・
26
年
度
の
事

業
内
容
を
漁
業
集

落
が
精
査
し
た
と
こ
ろ
、

新
た
な
事
実
が
判
明
し
た

が
、
そ
の
見
解
は
。

事
実
を
認
識
し
て

い
な
い
の
で
、
再

調
査
は
し
な
い
。

漁
業
集
落
と
、
事

務
局
が
協
力
し

て
、
事
業
が
実
施
さ
れ
た

か
精
査
し
て
、
町
民
に
説

明
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

漁
業
集
落
の
業
務

は
、
も
ち
ろ
ん
実

施
す
る
が
、
再
調
査
の
協

力
は
考
え
て
い
な
い
。

水
産
物
の
加
工
・

特
産
品
開
発
・
漁

船
の
更
新
と
廃
船
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
取
り
組
み

状
況
は
。６

つ
の
事
業
所
が

６
次
産
業
化
に
取

り
組
み
、
イ
ベ
ン
ト
等
で

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
販
路
拡
大

を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
廃
船
処
理
に
つ
い
て

は
、
２
年
間
で
24
隻
処
理

し
て
い
る
。

Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁
船
は
、

現
在
何
隻
あ
る
の

か
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

廃
船
が
必
要
な
船

舶
が
約
２
０
０
隻

あ
る
と
推
計
す
る
。

　

目
標
に
向
け
て
廃
船
処

理
を
推
進
す
る
。

令
和
元
年
度
の
全

体
会
計
の
負
債
額

が
３
８
７
億
円
で
あ
る
が
、

財
政
状
況
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

町
財
政
運
営
は
、

財
政
指
標
か
ら

も
、
是
正
改
善
を
必
要
と

す
る
事
項
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

48
億
円
の
基
金
が
、

令
和
2
年
度
末
に

一
般
会
計
等
に
繰
替
運
用

さ
れ
て
い
る
が
、
基
金
条

例
に
則
し
て
い
る
か
。

各
基
金
条
例
に
則

し
、
財
政
運
営
上

必
要
が
あ
る
場
合
、
繰
替

運
用
を
行
っ
て
い
る
。

県
は
今
年
３
月
文

化
財
保
存
活
用
大

網
を
出
し
、
「
文
化
財
を

知
る
、
伝
え
る
。
」
「
守

る
、
つ
な
げ
る
。
」
「
活

か
す
」
の
３
つ
の
基
本
方

針
を
掲
げ
て
い
る
。

　

京
の
都
と
密
接
な
歴
史

を
誇
る
本
町
に
は
、
ま
だ

多
く
の
文
化
財
が
埋
も
れ

て
い
る
。
例
え
ば
室
町
時

代
の
「
黒
仏
」
は
、
崩
壊

寸
前
だ
。
二
度
に
わ
た
る

早
稲
田
・
東
北
両
大
学
の

仏
像
彫
刻
の
教
授
た
ち
に

よ
る
調
査
に
よ
り
、
早
急

に
仏
像
の
保
護
・
調
査
が

必
要
と
指
摘
が
あ
っ
た

が
、
町
長
の
考
え
は
。

文
化
財
の
指
定
な

ど
、
保
存
・
活
用

に
関
し
て
は
、
「
隠
岐
の

島
町
文
化
財
保
護
審
議
会
｣

に
諮
問
し
、
調
査
審
議
す

る
。

　

町
内
に
は
、
現
在
、

国
・
県
指
定
も
含
め
、
74

の
文
化
財
が
あ
り
、
そ
の

保
存
・
活
用
、
更
に
多
数

の
未
指
定
文
化
財
を
、
出

来
る
と
こ
ろ
か
ら
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

隠
岐
郷
土
館
・
五

箇
創
生
館
の
展
示

内
容
は
、
開
館
当
初
の
ま

ま
の
様
相
だ
。
こ
れ
は
、

ソ
フ
ト
面
の
行
政
が
お
ろ

そ
か
に
さ
れ
て
き
た
結
果

だ
。
文
化
振
興
係
も
た
っ

た
３
人
の
布
陣
で
、
専
従

者
も
置
か
ず
、
役
場
職
員

の
兼
務
は
、
無
理
な
話

だ
。
今
一
度
、
両
施
設
の

設
置
管
理
条
例
に
立
ち
返

っ
て
見
直
し
が
必
要
だ
と

思
う
が
。展

示
方
法
や
説
明

内
容
は
、
見
直
し

を
し
て
お
り
、
両
施
設
と

も
五
箇
支
所
を
中
心
に
、

今
後
の
施
設
の
在
り
方
を

検
討
中
で
あ
る
。

そ
の
見
直
し
の
目

途
は
い
つ
か
。
ま

た
、
両
施
設
の
運
営
委
員

会
は
、
長
ら
く
開
催
さ
れ

て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由

は
。

少
な
く
と
も
、
５

〜
６
年
間
は
開
催

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ

は
、
運
営
委
員
会
の
怠
慢

で
、
私
の
責
任
だ
。

　

両
施
設
の
新
た
な
運
営

方
法
、
そ
の
役
割
、
展
示

内
容
の
見
直
し
を
含
め
、

令
和
３
年
度
中
に
結
果
や

方
向
性
を
出
し
、
も
う
一

度
協
議
を
し
た
い
。

問 問

問 問

問 問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問町
長

町
長

町
長

担
当

課
長

QA
文
化
財
保
護
の
推
進

を
。

出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
、
調
査
・
研
究
を

行
う
。

QA
離
島
漁
業
再
生
支
援

交
付
金
事
業
の
町
の

今
後
の
取
り
組
み

は
。

書
類
に
不
備
が
あ
っ

た
が
、
再
調
査
は
し

な
い
。

QA
隠
岐
の
島
町
水
産
業

振
興
計
画
の
進
捗
状

況
は
。

第
２
次
総
合
振
興
計

画
に
併
せ
て
、
検
証

し
て
い
る
。

QA
町
の
財
政
状
況
は
大

丈
夫
か
。

財
政
指
標
か
ら
是
正

改
善
は
必
要
な
い
。

QA
隠
岐
郷
土
館
・
五
箇

創
生
館
の
展
示
見
直

し
を
。

今
後
の
施
設
の
在
り

方
を
検
討
中
で
あ

る
。
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牧野  牧子 議員
まき の まき こ

岡田  智子 議員
おか だ とも こ

お茶の間SDGｓ

庁舎内の喫煙所

昼
食
時
に
来
庁
す

る
住
民
の
方
か
ら

見
て
、
各
課
自
席
で
の
食

事
を
す
る
光
景
は
、
民
間

企
業
で
の
窓
口
業
務
で
は

考
え
ら
れ
な
い
。

　

本
庁
舎
敷
地
内
に
設
置

さ
れ
た
分
煙
場
所
が
、
車

で
の
来
庁
者
か
ら
必
ず
目

に
留
ま
る
場
所
に
設
置
さ

れ
て
い
て
、
い
つ
も
そ
こ

に
人
影
を
見
る
こ
と
で
、

怠
惰
勤
務
と
と
ら
わ
れ
が

ち
で
は
な
い
か
。
庁
舎
内

の
環
境
改
善
は
全
庁
的
に

意
思
統
一
し
、
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

昼
食
時
に
お
け
る

就
業
体
制
の
改
善

は
、
来
庁
頻
度
の
高
い
本

庁
舎
一
階
を
中
心
に
検
討

す
る
。
喫
煙
場
所
の
移
動

や
パ
ネ
ル
設
置
な
ど
よ
り

も
、
ま
ず
は
喫
煙
所
内
で

の
喫
煙
ル
ー
ル
を
守
ら
せ

る
。

今
回
の
感
染
者
の

方
や
、
関
係
者
の

方
々
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

が
無
か
っ
た
と
は
い
え
な

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
、
現
在
も
、
感
染
力

の
強
い
変
異
株
へ
と
進
化

を
続
け
て
お
り
今
後
、
誰

し
も
が
感
染
し
う
る
病
気

で
あ
る
。　

　

正
し
い
情
報
を
も
と
に

冷
静
な
行
動
が
で
き
る
よ

う
、
誹
謗
中
傷
防
止
に
向

け
、
さ
ら
な
る
啓
発
活
動

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

感
染
確
認
以
来
、

広
報
や
防
災
無
線

に
よ
る
啓
発
活
動
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
研
修
会

を
実
施
し
た
。

　

今
後
も
島
根
県
人
権
啓

発
推
進
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
相
談
体
制
な
ど
を
確

保
す
る
。
長
期
的
に
研
修

を
通
し
て
、
誹
謗
中
傷
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

２
年
連
続
で
豪
雨

災
害
や
台
風
に
よ

る
浸
水
被
害
、
住
宅
の
破

損
等
、
多
数
あ
っ
た
。
災

害
に
強
い
居
住
環
境
づ
く

り
と
し
て
、
「
災
害
発
生

時
に
お
け
る
住
宅
支
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
す
る

考
え
は
。被

災
者
の
居
住
不

安
解
消
の
た
め

に
、
提
供
戸
数
や
家
賃
免

除
な
ど
盛
り
込
ま
れ
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た

い
。

私
は
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
を
活
か

し
、
誰
も
が
身
近
に
取
り

組
め
る
活
動
や
、
環
境
学

習
を
実
施
し
て
い
る
。
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
形

成
を
進
め
る
た
め
に
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
町
長
の

「
良
か
っ
た
が
響
く
隠
岐

の
島
町
」
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
で
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
官
民
連
携
に

よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に

つ
い
て
の
考
え
と
、
私
の

提
案
し
た
「
お
茶
の
間
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

全
体
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
町
民
と
行
政
と
の

連
携
、
協
力
無
く
し
て
、

町
の
将
来
像
の
実
現
は
あ

り
得
ず
、
一
体
と
な
っ
て

推
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が

出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組

み
、
大
き
な
流
れ
を
創
り

出
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
個
々
の

取
り
組
み
を
周
知
す
る
仕

組
み
を
検
討
す
る
。

｢お
茶
の
間
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

に
つ
い
て
は
、
第
２
次
総

合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
体

制
に
よ
り
実
施
し
て
い

く
。

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

問

QA
災
害
時
に
お
け
る
住

宅
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
を
。

居
住
の
不
安
解
消
の

た
め
に
策
定
し
た

い
。

QA
提
案
し
た
「
お
茶
の

間
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
見

解
は
。

第
２
次
総
合
振
興
計

画
に
掲
げ
た
体
制
に

よ
り
実
施
し
て
い

く
。

QA
町
民
と
役
場
職
員
の

た
め
、
本
庁
舎
の
環

境
改
善
を
。

昼
食
時
の
業
務
体
制

は
検
討
し
、
喫
煙
所

は
ル
ー
ル
を
徹
底
す

る
。

QA
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

へ
の
誹
謗
中
傷
に
対

す
る
防
止
策
は
。

短
期
的
に
は
広
報
な

ど
の
啓
発
活
動
、
長

期
的
に
は
研
修
会
を

行
う
。
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国立公園としての魅力発信を

池田  賢治 議員
いけ だ けん じ

村上  謙武 議員
むらかみ かねたけ

ふるさと納税返礼品

昭
和
38
年
４
月
に

指
定
さ
れ
た
「
大

山
隠
岐
国
立
公
園
」
の
名

称
が
薄
ら
い
で
き
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
立

公
園
を
基
盤
に
「
訪
れ
て

良
か
っ
た
」
の
政
策
を
図

る
べ
く
、
広
く
情
報
発
信

し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
振
興
の
取
り
組
み
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

国
立
公
園
と
い
う

名
称
が
薄
ら
い
で

き
て
い
る
の
は
否
め
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、

さ
ら
に
「
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
」
と
関
係
機
関
が
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
誘
客

促
進
動
画
の
配
信
な
ど
情

報
発
信
に
取
り
組
む
と
共

に
、
町
民
に
も
、
国
立
公

園
の
魅
力
と
価
値
に
つ
い

て
、
認
知
度
を
高
め
る
よ

う
取
り
組
む
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
「
第
５
波
」

の
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
、
現
状
の
学
校
教
育
を

守
り
な
が
ら
、
児
童
・
生

徒
に
不
安
と
ス
ト
レ
ス
が

発
生
し
な
い
よ
う
に
、
学

習
の
機
会
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

感
染
防
止
対
策
の
取
り
組

み
は
。

学
校
と
家
庭
が
連

携
し
、
継
続
し
た

健
康
管
理
の
徹
底
と
、
偏

見
や
差
別
が
生
じ
な
い
よ

う
な
、
心
の
健
康
状
態
に

配
慮
し
た
学
校
環
境
づ
く

り
に
努
め
、
学
校
教
育
を

進
め
て
い
く
。

本
町
の
経
済
状
況

を
し
っ
か
り
検
証

し
、
今
後
の
財
政
運
営
の

在
り
方
に
つ
い
て
再
考
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

深
刻
な
財
源
不
足
が
続

く
状
況
で
、
健
全
な
財
政

運
営
を
ど
の
よ
う
に
確
立

し
て
い
く
の
か
。

持
続
可
能
な
財
政

運
営
の
た
め
、
基

金
等
を
活
用
し
た
財
政
の

重
点
配
分
を
行
い
、
町
の

景
気
対
策
、
活
性
化
を
視

野
に
入
れ
た
事
業
に
取
り

組
む
。

健
全
で
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
現
実

を
直
視
し
た
行
財
政
改
革

基
本
方
針
を
策
定
し
、
財

政
危
機
を
回
避
す
る
た
め

の
行
財
政
改
革
を
最
優
先

で
や
る
べ
き
で
は
。

職
員
の
意
識
改
革

や
能
力
向
上
を
図

り
、
選
択
と
集
中
の
徹
底

に
よ
る
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
取
り
組
み
、
健

全
な
財
政
運
営
に
引
き
続

き
努
め
る
。

　

総
合
振
興
計
画
は
行
財

政
改
革
大
綱
の
内
容
を
兼

ね
備
え
て
お
り
、
事
業
効

果
の
目
安
と
な
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
数
）

も
設
定
し
て
い
る
。

本
町
で
も
令
和
２

年
度
の
納
税
額
、

寄
附
件
数
と
も
大
き
な
増

加
が
見
ら
れ
た
が
、
他
の

自
治
体
と
比
較
す
る
と
、

寄
付
額
、
寄
附
件
数
と
も

に
、
そ
の
差
が
更
に
大
き

く
開
い
た
。
本
町
の
ふ
る

さ
と
納
税
事
業
に
つ
い
て

の
評
価
は
。

生
産
者
と
委
託
業

者
に
よ
る
在
庫
管

理
を
徹
底
し
、
返
礼
品
は

38
品
目
か
ら
1
0
5
品
目

に
増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
展
開

が
で
き
る
土
台
は
で
き
た

と
感
じ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
事

業
に
特
化
し
た
地

域
経
済
振
興
策
を
打
ち
出

し
、
地
場
産
業
の
活
性
化

を
実
現
さ
せ
る
考
え
は
。

こ
れ
ま
で
と
同
様

に
「
売
れ
る
も
の

作
り
」
を
行
う
こ
と
で
地

場
産
業
を
活
性
化
さ
せ
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
た

い
。

問

問

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

教
長

QA
｢大
山
隠
岐
国
立
公

園
｣を
基
盤
と
し
た

取
り
組
み
の
推
進
を
。

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
と
連
携
を
図
り

認
知
度
を
高
め
る
。

QA
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

学
校
教
育
の
取
り
組

み
は
。

健
康
管
理
と
偏
見
や

差
別
が
生
じ
な
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
る
。

QA
行
財
政
改
革
を
断
行

す
べ
き
で
は
。

選
択
と
集
中
に
よ
る

質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
取
り
組
む
。

QA
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

の
評
価
は
。

土
台
は
で
き
た
と
感

じ
て
い
る
。
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菊地  政文 議員
きく ち まさふみ

西尾  幸太郎 議員
にし お こう た ろう

浸水被害の多かった重栖川近くの集落

急がれる防災対策

地
球
温
暖
化
に
伴

う
線
状
降
水
帯
が

豪
雨
災
害
な
ど
を
引
き
起

こ
し
て
お
り
、
島
の
安
全

と
防
災
に
つ
い
て
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

｢自
主
防
災
」
は
、
非
常

時
に
お
い
て
は
即
時
即
応

と
い
う
こ
と
で
、
地
域
の

日
常
時
に
は
隣
保
共
同
と

い
う
こ
と
で
、
地
域
密
着

で
し
か
で
き
な
い
活
動
と

思
わ
れ
る
。
高
齢
者
・
独

居
・
障
が
い
者
・
乳
幼

児
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援

も
必
要
だ
。

　

今
ま
で
に
な
い
大
き
な

災
害
が
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
が
、
本
町
や

関
係
機
関
な
ど
が
連
携

し
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
た
訓
練
を
す
べ
き
と

思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
町
の
災
害

に
対
し
て
の
普
段
か
ら
の

備
え
を
３
点
伺
う
。

①
防
災
・
減
災
の
強
化
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

②
各
種
の
防
災
訓
練
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
計

画
し
て
い
る
か
。

③
迅
速
な
復
旧
と
復
旧
支

援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

①
地
区
防
災
訓
練

の
開
催
支
援
や

防
災
講
演
会
な
ど
で
防

災
意
識
の
向
上
が
図
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

②
県
・
町
の
総
合
防
災
訓

練
な
ど
住
民
参
加
を
意

識
し
た
訓
練
も
計
画
し

て
い
る
。

③
被
災
者
生
活
再
建
支
援

支
給
事
業
に
よ
る
支
援

を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
住
宅
に
流
入
し
た

土
砂
の
撤
去
、
災
害
ご

み
の
処
理
は
町
が
責
任

を
持
っ
て
処
分
す
る
。

本
町
で
は
、
昨
年

今
年
と
50
年
に
一

度
と
言
わ
れ
る
豪
雨
に
よ

り
、
人
命
に
関
す
る
被
害

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
各

地
で
が
け
崩
れ
や
浸
水
被

害
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。

　

銚
子
ダ
ム
で
は
２
年
連

続
で
貯
水
で
き
る
最
高
の

水
位
を
超
え
る
越
流
が
発

生
し
、
八
尾
川
流
域
の
住

民
は
大
き
な
恐
怖
と
不
安

を
感
じ
た
。

　

ま
た
各
地
域
で
も
河
川

や
砂
防
ダ
ム
な
ど
へ
の
不

安
に
つ
い
て
耳
に
し
た
。

　

本
町
の
災
害
に
対
す
る

「
強
靭
化
」
の
検
討
と
、

特
に
銚
子
ダ
ム
に
つ
い
て

は
貯
水
量
の
拡
張
な
ど
関

係
機
関
と
の
協
議
が
必
要

と
考
え
る
が
。

従
来
の
基
準
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
イ

ン
フ
ラ
の
中
に
は
、
近
年

の
異
常
気
象
に
対
応
し
き

れ
な
い
も
の
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

銚
子
ダ
ム
は
平
成
12
年

３
月
に
竣
工
し
た
が
、
現

在
の
貯
水
容
量
は
昭
和
15

年
か
ら
平
成
３
年
ま
で
の

雨
を
分
析
し
て
、
24
時
間

雨
量
２
３
０
ミ
リ
を
想
定

し
算
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に

対
し
昨
年
は
、
24
時
間
で

３
６
５
ミ
リ
、
本
年
は
２
日

間
で
５
１
０
ミ
リ
の
雨
量

と
な
っ
た
。
県
も
本
年
度
、

越
流
に
対
す
る
分
析
・
ダ

ム
諸
元
の
妥
当
性
を
検
証

す
る
と
の
こ
と
で
、
県
に
対

し
銚
子
ダ
ム
の
越
流
対
策

を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

平
成
26
年
に
策
定

さ
れ
た
「
隠
岐
の

島
町
地
域
防
災
計
画
」

は
、
策
定
か
ら
７
年
が
経

過
し
て
お
り
、
県
へ
の
要

望
事
項
を
盛
り
込
む
こ
と

も
含
め
、
再
検
討
が
必
要

で
は
。

現
在
、
新
た
な
｢地

域
防
災
計
画
｣を
２

ヶ
年
で
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

議
員
が
指
摘
し
た
部
分

も
含
め
、
異
常
気
象
に
対

応
で
き
る
「
地
域
防
災
計

画
」
の
策
定
に
向
け
て
取

り
組
む
。

問

問

町
長

町
長

町
長

問

QA
ダ
ム
の
越
流
対
策
に

つ
い
て
関
係
機
関
と

の
協
議
を
。

対
策
を
強
く
要
望
し

て
い
く
。

QA
防
災
対
策
や
支
援

を
。

様
々
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
、
対
応
す
る
。
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3
5
0
町
歩
の
山

林
を
所
有
す
る
集

落
単
位
の
生
産
森
林
組
合

が
毎
年
35
万
円
余
の
固
定

資
産
税
を
長
年
払
い
続
け

て
留
保
金
が
底
を
つ
き
、

山
林
か
ら
は
見
合
う
収
益

も
出
ず
、
地
域
も
限
界
集

落
と
化
し
、
山
林
を
所
持

し
続
け
る
意
義
が
失
せ
て

し
ま
い
、
全
て
売
却
す
る

こ
と
を
組
合
員
で
決
議
し

た
と
い
う
。

　

山
林
は
経
済
的
価
値
を

失
い
、
山
林
所
有
者
の
手

元
に
は
全
く
利
益
は
残
ら

な
い
。
利
益
が
出
な
い
の

だ
か
ら
課
税
対
象
か
ら
除

外
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
現

状
下
だ
。
町
条
例
で
山
林

固
定
資
産
税
減
免
は
で
き

る
は
ず
だ
。

　

区
の
存
続
基
盤
と
な
っ

て
保
安
林
の
役
目
も
果
た

し
て
い
る
地
域
共
有
林
を

保
持
さ
せ
る
た
め
に
、
そ

の
よ
う
な
団
体
の
山
林
固

定
資
産
税
の
減
免
措
置
は

取
れ
な
い
か
。

固
定
資
産
税
は
、

登
記
簿
上
の
所
有

者
に
課
税
し
て
い
る
。

　

県
か
ら
の
保
安
林
指
定

が
確
認
で
き
た
と
き
に
は

非
課
税
措
置
を
取
る
。

①
町
道
久
見
20
号

線
と
漁
港
関
連

道
の
全
区
間
で
沿
道
の

雑
木
が
道
路
の
視
界
を

妨
げ
て
い
る
が
、
伐
倒

さ
れ
ず
に
管
理
責
任
が

果
た
さ
れ
て
い
な
い
。

道
路
の
見
通
し
を
良
く

整
備
し
て
お
く
べ
き
で

は
。

②
こ
の
区
間
の
除
草
は
い

ま
だ
に
施
工
さ
れ
ず
に

放
置
し
て
い
る
が
、
夏

草
が
沿
道
を
覆
う
７
月

中
旬
ま
で
に
は
管
理
者

で
あ
る
町
が
し
て
お
く

べ
き
で
は
。

③
久
見
川
で
は
大
雨
の
た

び
に
同
じ
箇
所
で
洪
水

が
発
生
し
て
道
路
が
冠

水
し
通
行
不
能
に
な

る
。
河
床
の
木
竹
の
伐

採
や
堆
積
土
砂
の
撤
去

を
数
年
に
一
度
は
し
て

お
く
よ
う
県
に
要
請
す

る
べ
き
で
は
。

①
適
切
な
町
道
管
理

に
努
め
て
行
く
。

②
来
年
度
以
降
は
適
切
な

時
期
に
除
草
を
実
施
し

て
行
く
。

③
県
は
月
１
回
の
巡
視
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
随

時
実
施
し
て
い
る
。

問

問 町
長

町
長

｢新しい提案」実行委員会（責任者：安里長従）から提出された陳情「辺野古基地建設中止と、普天間基地の沖
縄県外・国外移転について国民的議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決すべきとする意見書の採択を求
める陳情」及び、沖縄戦遺骨収集ボランティア「ガマヤフー」（代表：具志堅隆松）から提出された陳情「人道的
見地から、沖縄防衛局による「沖縄本島南部からの埋め立て用土砂採取計画」の断念を国に要請すること」の2件
は「配付」とした。

皆　様　か　ら　の　陳　情

八尾川の治水対策と
愛の橋の橋梁工事期
間中の安全対策につ
いて

都市計画にも
重要な場所で
環境整備が必
要なため

早急かつ適切
な対処が必要
であるため

早急かつ適切
な対処が必要
であるため

大城台地の墓地の環
境整備に関する陳情

愛の橋の早急な架け
替えを求める陳情

採　択

件　名

陳　

情

陳　

情

陳　

情

提出者 付託委員会 審査結果 理　由

採　択

採　択

大城墓地環境整備協議会
会長：新宮　貴司

総務教育民生
常任委員会

交通安全母の会
港町代表：篠原　カズ子
　　　　　中西　みね子

産業建設
常任委員会

産業建設
常任委員会

隠岐の島町港町
　　　近藤　ひとみ
　　　　　　　外6名

前田  芳樹 議員
まえ だ よし き

QA
山
林
の
固
定
資
産
税

減
免
措
置
を
。

保
安
林
指
定
に
な
れ

ば
非
課
税
措
置
を
取

る
。

QA
町
道
沿
線
の
雑
木
伐

倒
・
除
草
と
河
床
の

木
竹
伐
採
・
堆
積
土

砂
撤
去
を
。

適
切
な
管
理
に
努
め

る
。
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隠岐の島町議会では、本年６月定例会において「議会基本条例策定特別委員会」を設置しました。
その後、条例内容について協議を行い、来年９月定例会での策定に向け調査研究を始めました。
その中で、議会の役割や機能の強化、住民と議会や住民参画を目指した内容も盛り込む予定です。
今後も協議内容など途中経過をお伝え致します。

　近年、地方分権の進展とともに、地方自治体の裁量権が広がり、議会および
議員の果たす役割の重要性がいっそう増しています。
　議会基本条例は住民の代表機関である議会が、真の地方自治を実現するため
に、行政機関と住民にどう向き合い議会運営すべきかについて独自のルールを
定めるものです。
　条例には主に、議会・議員の責務、行政と議会の関係、住民と議会の関係、
情報公開の仕方、住民参画についての内容などが盛り込まれます。

　議会および議員の果たす役割の重要性がいっそう増している中、一方では、町民から議会に対し
て厳しい目が向けられています。このような状況下で、本町議会においても自ら議会の活性化と改
革に向け積極的な取り組みが求められています。町民の負託に的確にこたえ、福祉の向上及び町政
の発展、豊かなまちづくりに寄与し、より町民に信頼される議会を築かなければなりません。

　特別委員会では、先進自治体の議会基本条例を参考にし、基本条例の大まか
な流れと、条例項目の比較を行いながら、本町議会に合った必要な項目につい
て調査研究を行っています。
　今後は、議会基本条例について住民アンケートも実施する予定です。

【条例に盛り込む予定の項目】※今後、議論を重ねる中で内容を更新していきます。
〇議会・議員の活動原則　　　　　　　　　〇議会の機能強化
〇町民参加及び議会との連携　　　　　　　〇災害時の議会対応
〇町長等と議会の関係　　等
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旧文化学院幼稚園園舎

◆
隠
岐
町
村
会
負
担
金

（
法
外
）
レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ザ
運
営
に
対
す
る

支
援
策
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
レ
イ

ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
の
運
営
に

深
刻
な
影
響
が
で
て
い
る

こ
と
か
ら
隠
岐
町
村
会
で

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
特
別

支
援
事
業
交
付
金
を
交
付

す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ

に
伴
う
各
町
村
負
担
金
及

び
算
定
方
法
の
説
明
が
執

行
部
か
ら
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
算
定
基
準
に

宿
泊
部
門
と
同
様
に
飲
食

部
門
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

今
回
は
容
認
す
る
が
、

飲
食
部
門
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
再
度
町

村
会
事
務
局
に
確
認
を
す

る
よ
う
指
摘
を
し
た
。

◆
五
箇
へ
き
地
診
療
施
設

事
業
補
正
予
算
（
久
見

診
療
所
）

　

７
月
29
日
に
診
療
所
の

外
壁
が
剥
が
れ
落
ち
、
更

に
台
風
に
よ
る
歪
み
な
ど

か
ら
外
壁
全
面
を
張
り
替

え
る
補
修
事
業
で
あ
る
。

委
員
か
ら
は
「
補
修
よ
り

建
て
替
え
る
考
え
は
な
い

の
か
」
と
い
う
意
見
が
あ

り
、
「
今
は
原
状
回
復
を

考
え
て
お
り
、
建
て
替
え

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

な
い
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

築
60
年
あ
ま
り
立
つ
医

療
施
設
と
い
う
こ
と
か
ら

将
来
的
な
こ
と
も
考
慮

し
、
一
度
調
査
を
し
て
建

て
替
え
も
含
め
検
討
す
る

よ
う
指
摘
を
し
た
。

◎
決
算
審
査

◆
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
旧
今
津
小
学
校
）
の

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

廃
校
の
後
に
教
育
委
員

会
と
し
て
使
用
し
て
い
た

が
、
新
庁
舎
に
移
転
し
た

こ
と
に
よ
り
今
後
は
「
文

化
財
保
存
施
設
」
と
し
て

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

各
支
所
と
も
連
携
し
役

割
分
担
も
し
て
い
く
よ
う

委
員
か
ら
指
摘
が
あ
っ

た
。

◆
高
校
魅
力
化
事
業　

高

校
寄
宿
舎
の
寮
費
助
成

に
つ
い
て

　

隠
岐
高
校
、
隠
岐
水
産

高
校
の
寮
生
に
ひ
と
月
５

０
０
０
円
の
補
助
が
適
当

な
の
か
否
か
と
い
う
質
疑

が
あ
っ
た
。

　

委
員
会
で
も
改
め
て
質

疑
を
し
た
と
こ
ろ
、
他
の

県
立
高
校
に
比
べ
補
助
額

が
低
い
の
は
承
知
し
て
い

る
、
そ
し
て
両
高
校
か
ら

も
要
望
も
出
て
い
る
。
物

価
の
高
騰
も
あ
る
こ
と
か

ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

◆
子
育
て
ビ
ジ
タ
ー
交
流

セ
ン
タ
ー
設
置
場
所
の

検
討
結
果
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

受
け
入
れ
児
童
拡
大
の
た

め
町
直
営
の
児
童
ク
ラ
ブ

を
設
置
し
、
ま
た
今
津
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
併
設
す
る
こ
と
で
包

括
的
な
子
育
て
支
援
拠
点

と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
を
図
る
目
的

で
あ
る
。

　

執
行
部
か
ら
設
置
場
所

に
旧
文
化
幼
稚
園
舎
を
候

補
に
調
査
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
、
築
約
１
０
０

年
、
現
在
地
に
移
設
後
60

年
が
経
過
し
て
お
り
、
柱

な
ど
の
傾
斜
や
床
下
素
材

の
腐
朽
な
ど
が
あ
り
現
行

の
建
築
基
準
法
に
対
応
す

る
に
は
大
規
模
な
改
修
が

必
要
と
な
る
。
ま
た
改
修

し
た
と
し
て
も
耐
用
年
数

が
か
な
り
過
ぎ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
長
期
の
使
用
は

難
し
い
と
の
調
査
結
果
に

至
っ
た
。

　

園
舎
の
活
用
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
設
置
場

所
の
再
検
討
を
し
、
他
の

候
補
地
を
模
索
し
た
。
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

調
査
し
模
索
し
た
結
果
、

旧
文
化
幼
稚
園
の
場
所
が

ふ
さ
わ
し
く
設
置
場
所
と

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
既
存
の

建
物
の
撤
去
や
近
接
地
の

取
得
に
費
用
が
か
か
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

を
図
る
た
め
、
今
後
調

査
・
研
究
を
続
け
て
い

く
。

交付金の各町村負担額
海士町・・・・・・・・・・・・・・・・851千円

西ノ島町・・・・・・・・・・1,046千円

知夫村・・・・・・・・・・・・・・・・345千円

隠岐の島町・・・・・・・4,413千円

審
査
の
状
況
・
結
果

所
管
の
調
査
事
項

施設の修繕・活用は将来に目を向けて！
総務教育民生常任委員会

　当委員会に付託された令和2年度一般会計・特別会計決算
並びに令和3年度一般会計補正予算、条例の一部改正等の議
案は、全て「可決」 「認定」したので、主なものを報告する。

委員長報告



15 隠岐の島町　議会だより

候補地平面図

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
レ

ス
ト
ラ
ン
う
み
さ
ち
指

定
管
理
料

　

レ
ス
ト
ラ
ン
う
み
さ
ち

の
指
定
管
理
料
１
２
５
万

円
（
５
ヶ
月
分
）
に
関
し

て
、
そ
の
内
訳
及
び
、
指

定
管
理
料
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
担
当
課
に
詳

し
い
説
明
を
求
め
た
。

　

１
ヶ
月
25
万
円
の
指
定

管
理
料
は
、
指
定
管
理
者

が
施
設
の
管
理
運
営
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
最
小

限
必
要
な
管
理
料
で
あ
る

と
の
判
断
に
基
づ
き
決
定

し
た
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。
委
員
か
ら
防
火
管
理

者
に
対
し
て
人
件
費
を
支

給
す
る
こ
と
は
公
平
性
を

欠
く
と
の
意
見
や
、
支
出

根
拠
の
説
明
が
不
十
分
で

あ
り
、
管
理
料
を
見
直
す

べ
き
と
の
意
見
が
出
た
。

　

一
方
で
、
防
火
管
理
者

の
人
件
費
に
問
題
は
あ
る

が
、
指
定
管
理
料
は
妥
当

な
金
額
で
あ
り
、
地
域
の

振
興
と
施
設
の
有
効
活
用

を
実
現
す
る
た
め
に
は
認

め
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ

り
、
委
員
会
採
決
は
可
決

す
べ
し
と
し
た
。

　

今
後
、
指
定
管
理
料
の

設
定
に
際
し
て
は
、
綿
密

な
協
議
に
基
づ
き
、
適
正

な
指
定
管
理
料
の
設
定
に

努
め
る
よ
う
指
摘
し
た

◆
運
動
公
園
再
編
事
業

　

本
年
度
事
業
で
あ
る
ス

ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
再
編
事
業

の
延
期
に
伴
い
、
当
該
予

算
約
６
０
０
０
万
円
を
使

い
、
隣
接
す
る
レ
イ
ン

ボ
ー
ア
リ
ー
ナ
入
り
口
の

ロ
ー
タ
リ
ー
改
修
工
事

と
、
グ
ラ
ン
ド
の
園
路

フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
を
前

倒
し
で
行
う
事
業
の
変
更

に
つ
い
て
、
担
当
課
よ
り

説
明
を
う
け
た
。

　

２
つ
の
工
事
は
、
令
和

４
年
度
、
令
和
６
年
度
に

予
定
し
て
い
る
が
、
早
期

に
安
全
面
の
確
保
を
図
る

必
要
性
か
ら
、
本
年
度
に

工
事
を
実
施
し
た
い
と
の

説
明
で
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
補
正
予
算

で
行
う
緊
急
性
が
な
い
の

で
は
な
い
か
、
当
初
予
算
に

計
上
し
実
施
す
べ
き
な
ど

の
様
々
な
意
見
が
出
た
。

　

委
員
会
で
は
、
次
年
度
予

算
編
成
に
向
け
た
事
業
の

精
査
と
適
切
な
事
業
実
施

に
向
け
て
、
不
断
の
努
力
を

続
け
る
べ
き
と
指
摘
し
た
。

◆
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
施

設
管
理
運
営
事
業

　

ペ
レ
ッ
ト
製
造
開
始
か

ら
４
年
目
を
迎
え
た
が
、

島
内
の
ペ
レ
ッ
ト
需
要
が

伸
び
な
い
た
め
、
製
造
量

が
増
加
し
な
い
状
況
に
あ

る
。
ペ
レ
ッ
ト
需
要
の
大

幅
な
増
加
が
期
待
さ
れ
る

民
間
事
業
者
に
よ
る
ペ

レ
ッ
ト
発
電
に
関
し
て
、

事
業
が
進
展
し
て
い
る
と

の
情
報
も
な
く
、
製
造
量

の
低
迷
が
続
い
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

◆
中
村
診
療
所
・
中
出
張

所
新
庁
舎
建
設
事
業

　

令
和
６
年
２
月
の
竣
工

に
向
け
、
準
備
作
業
が
進

行
し
て
お
り
、
令
和
４
年

度
に
建
設
用
地
を
取
得

し
、
令
和
５
年
度
か
ら
建

設
工
事
の
開
始
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
中
村
診
療

所
付
近
に
隣
接
す
る
土
地

２
ヶ
所
が
建
設
候
補
地
と

な
っ
て
お
り
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
避
難
所
（
防
災
）
、

地
域
振
興
を
兼
ね
備
え
た

複
合
施
設
が
完
成
す
る
予

定
で
あ
る
。

◆
西
郷
港
周
辺
地
区
整
備

事
業

　

西
郷
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ

リ
ア
の
呼
称
を
西
郷
港
周

辺
地
区
に
変
更
し
、
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
の
実
施
要
項

が
策
定
さ
れ
、
10
月
１
日

よ
り
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
審

査
に
向
け
て
の
作
業
が
始

ま
っ
た
。

　

第
１
期
の
整
備
事
業
は

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９

年
度
ま
で
５
年
間
、
第
２

期
は
令
和
10
年
度
か
ら
の

５
年
間
で
、
全
体
事
業
の

期
間
は
２
期
10
年
の
計
画

で
あ
る
。

審
査
の
状
況
・
結
果

所
管
の
調
査
事
項

公共施設の適正な指定管理料の策定と事業の精査を！
産業建設常任委員会
委員長報告 　当委員会に付託された令和2年度一般会計・特別会計決算

並びに令和3年度一般会計補正予算、条例の一部改正等の議
案は、全て「可決」 「認定」したので、主なものを報告する。
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編
集
後
記

編
集
後
記

　

50
年
に
一
度
と
言
わ
れ
た
豪
雨

が
昨
年
、
今
年
と
連
続
で
発
生

し
、
道
路
、
河
川
な
ど
に
大
き
な

爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
現
状
把
握
も
含

め
被
害
が
多
か
っ
た
五
箇
地
区
を

視
察
し
、
自
然
の
脅
威
を
改
め
て

実
感
致
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
い
つ
災
害
が
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
環
境
の
中
、
よ
り

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
自
治
体
は
、
行
政

は
勿
論
、
議
会
の
機
能
も
し
っ
か

り
と
し
、
行
政
と
の
連
携
強
化
を

進
め
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
議
会
で
作
成
中
の
｢議
会

基
本
条
例
｣に
も
災
害
時
の
議
会

対
応
を
盛
り
込
む
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
、
災
害
に
強
い
ま

ち
を
目
指
し
、
議
会
と
し
て
、
何

を
す
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
責　
　

安
部 

大
助

　

議
会
事
務
局

T
E
L
(2
)- 

8
5
6
8

F
A
X
(2
)- 

3
3
9
6

賛　成　多　数　で　可　決　し　た　議　案

全員一致で可決・認定・同意した議案

第3回　臨時会（令和3年7月21日）

岡　

田

牧　

野

藤　

野

齋　

藤

田　

中

大　

江

村　

上

菊　

地

西　

尾

池
田
賢

安　

部

前　

田

石　

田

髙　

宮

米　

澤

×

◯◯

× ×

◯◯

× × ×

◯
× × × ×

令和3年度一般会計補正予算（第5号）修正案

◯

× ×

◯◯◯

×

◯◯◯
×

◯◯◯◯令和３年度一般会計補正予算（第5号）原案

修正動議とは：議案の内容に対し、議員（委員）は必要に応じて議案を修正することができる。議案の修正を行う場合その議案の
目的の範囲内において、修正案を添えた「修正動議」を議長に提出する。

[修正内容]　 一般会計補正予算のうち、レストランうみさち管理費、運動公園再編事業について。
 修正動議に対しては藤野定幸議員が「賛成討論」を行いました。

件　名

隠岐の島町の新型コロナ感染症に関する重要決議（発議）

令和3年度国保事業勘定特別会計補正予算（第2号） 令和3年度国保施設勘定（中村診療所）特別会計補正予算（第2号）

令和3年度訪問看護事業特別会計補正予算（第1号） 令和3年度国保施設勘定（都万診療所）特別会計補正予算（第2号）

令和3年度下水道事業特別会計補正予算（第1号） 令和3年度国保施設勘定（五箇診療所）特別会計補正予算（第2号）

令和3年度上水道事業会計補正予算（第1号） 令和3年度五箇へき地診療施設事業特別会計補正予算（第2号）

手数料徴収条例の一部を改正する条例 令和3年度布施へき地診療施設事業特別会計補正予算（第2号）

個人情報保護条例の一部を改正する条例 令和3年度後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第1号）

証紙条例の一部を改正する条例 ポートプラザ設置及び管理条例の一部を改正する条例

公衆トイレ設置及び管理条例の一部を改正する条例 遊漁対策振興施設設置及び管理条例の一部改正

上水道事業給水条例の一部を改正する条例 隠岐の島町の区域内に新たに生じた土地の確認

令和2年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定（13件） 工事請負契約の締結〔運動公園野外照明施設長寿命化工事〕

字の区域の変更（東町風早） 指定管理者の指定〔コミュニティ・アイランド施設ビジターセンター]

損害賠償の額を定め和解することについて〔町道中村漁港線〕 固定資産評価審査委員会委員の選任同意（3名）

令和3年度一般会計補正予算（第3号） 工事請負契約の締結（佐々木家住宅保存修理工事）

工事請負契約の締結
　　　　　　　〔隠岐島文化会館大ホール照明設備改修工事〕

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書（発議）

工事請負契約の締結
〔特定環境保全公共下水道重栖真空ステーション電気機械設備工事〕

採決の状況




